平成 (へいせい)２７年度 (ねんど)第 (だい)１０回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)２月 (がつ)２２日 (にち)（月 (げつ)）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)１２名 (めい)、事務局 (じむきょく)４名 (めい)

１．前回 (ぜんかい)（１月 (がつ)）話し合った (はなしあった)こと
　・事務局 (じむきょく)の担当者 (たんとうしゃ)から、前回 (ぜんかい)の内容 (ないよう)について説明 (せつめい)がありました。
・前回 (ぜんかい)は、これまでにプロジェクト (ぷろじぇくと)で話 (はな)し合った (あ)ことを振り返り (ふりかえり)ました。

２．今回 (こんかい)の内容 (ないよう)
前回 (ぜんかい)の話し合い (はなしあい)をもとにして、事務局 (じむきょく)が４月 (４がつ)からの話し合い (はなしあい)の進め方 (すすめかた)の案 (あん)を考えました (かんがえました)。その案 (あん)に対して、下 (した)の２つのことを話し合いました (はなしあいました)。
①これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)のすすめかたについて話し合い (はなしあい)ました。
②私たち (わたしたち)がこれから地域 (ちいき)でくらしていくために必要 (ひつよう)なこと、伝えたいことについて話し合いました。

	（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)のすすめかたについて

	●事務局 (じむきょく)から
・前回 (ぜんかい)、津 (つ)以外 (いがい)のところでもプロジェクト (ぷろじぇくと)をしてはどうかという意見 (いけん)が出ました (でました)。
・４月 (がつ)には市町 (しまち)の職員向け (しょくいんむけ)の研修会 (けんしゅうかい)があります。このような研修会 (けんしゅうかい)に参加 (さんか)していただければ、この場 (ば)で出て (でて)いる意見 (いけん)を伝え (つたえ)られるのかなと思います (おもいます)。
●出された (だされた)意見 (いけん)
・別 (べつ)の場所 (ばしょ)で開 (かい)催 (さい)して、他 (ほか)の人 (ひと)の気持ち (きもち)を聞いて (きいて)みたいです。
[bookmark: _GoBack]・ここに参加 (さんか)しにくい人 (ひと)たちの意見 (いけん)も聞いて (きいて)みたいです。
→入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)で開 (かい)催 (さい)してはどうでしょうか。
→職員 (しょくいん)の人 (ひと)にも聞いて (きいて)もらいたいです。
→障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)が参加 (さんか)しやすいところで開 (かい)催 (さい)したいです。
・今 (いま)のメンバー (めんばー)が中心 (ちゅうしん)になってすすめた方 (ほう)が新しい (あたらしい)メンバー (めんばー)も意見 (いけん)を言いやすい (いいやすい)と思います (おもいます)。
・暮らし (くらし)の不安 (ふあん)や悩み (なやみ)を気軽 (きがる)に言い合える (いいあえる)ような場 (ば)にしていきたいです。



	（２）私たち (わたしたち)が話し合い (はなしあい)たいこと、伝えたい (つたえたい)こと

	●事務局 (じむきょく)から
・話し合い (はなしあい)のテーマ (てーま)は「私たち (わたしたち)が地域 (ちいき)でくらしていくために必要 (ひつよう)なこと、伝えたいこと」です。
・皆さん (みなさん)の中 (なか)で話 (はなし)し合いたい (あいたい)ことがあれば、提案 (ていあん)してください。
●テーマ (てーま)「私たち (わたしたち)がこれから地域 (ちいき)でくらしていくために必要 (ひつよう)なこと、伝えたいこと」について出された (だされた)意見 (いけん)
○住む (すむ)ところについて話し合い (はなしあい)たいです。
→施設 (しせつ)に入っていると使える (つかえる)サービス (さーびす)が少ない (すくない)です。施設 (しせつ)でも使える (つかえる)サービス (さーびす)がもっとあるといいなあと思い (おもい)ます。例えば (たとえば)、ヘルパー (へるぱー)と出かけたい (でかけたい)です。１週間 (１しゅうかん)に１回 (１かい)でも出掛けたい (でかけたい)です。施設 (しせつ)でくらしている人 (ひと)も自由 (じゆう)にヘルパー (へるぱー)を使える (つかえる)といいなあと思います (おもいます)。
○色々 (いろいろ)な制度 (せいど)を使い (つかい)やすくすることについて話し合い (はなしあい)たいです。
→私は、お風呂 (ふろ)を改 (かい)修 (しゅう)するときに、補助 (ほじょ)が出ませんでした。使いやすい (つかいやすい)浴槽 (よくそう)にするための改修 (かいしゅう)や壊れた (こわれた)時 (とき)の修理 (しゅうり)をしやすくするような補助 (ほじょ)のしくみがあると良い (よい)と思います (おもいます)。
→１人 (ひとり)暮らし (ぐらし)に必要な住宅 (じゅうたく)改修 (かいしゅう)には補助が出るけれど、１回 (１かい)だけなので、もっと使い (つかい)やすくといいなあと思い (おもい)ます。
○通える (かよえる)病院 (びょういん)が少ない (すくない)ことについて話し合い (はなしあい)たいです。
→もっと病院 (びょういん)に通い (かよい)やすくなればいいなあと思います (おもいます)。
→まだまだ、地域 (ちいき)の人 (ひと)には障 (しょう)がいに対して (たいして)偏見 (へんけん)があると思います。一般 (いっぱん)の人 (ひと)は関心 (かんしん)も低い (ひくい)です。このことが障 (しょう)がいを持って (もって)いる人 (ひと)の意思 (いし)が尊重 (そんちょう)されないことにつながるのだと思います (おもいます)。
○行 (ぎょう)政 (せい)の人 (ひと)に伝えたい (つたえたい)ことがあります。
→サービス (さーびす)を使う (つかう)前 (まえ)の調査 (ちょうさ)であまり話 (はなし)を聞いて (きいて)くれませんでした。家 (いえ)の様子 (ようす)を見ないで (みないで)市 (し)役所 (やくしょ)で話 (はなし)を聞く (きく)だけですまされてしまうことがあります。その日の体調 (たいちょう)によっても状態が変わります。障 (しょう)がいのある人のことを理解 (りかい)してほしいです。
→行政 (ぎょうせい)の人 (ひと)はすぐに担当 (たんとう)が異動 (いどう)で変わって (かわって)しまいます。人 (ひと)によって対応 (たいおう)が変わって (かわって)しまうことがあるので、ちゃんと記録 (きろく)して引き継いで (ひきついで)ほしいです。新しい (あたらしい)担当者 (たんとうしゃ)に一 (いち)から言いなおす (いいなおす)ことが大変 (たいへん)です。
→いい加減 (かげん)な対応 (たいおう)をされることもあります。深刻 (しんこく)な悩み (なやみ)を受け流された (うけながされた)り、適当 (てきとう)な答え (こたえ)を返され (かえされ)たりした経験 (けいけん)があります。
→担当者 (たんとうしゃ)が変わることで、新しい (あたらしい)何 (なに)かが生まれることもあります。書面 (しょめん)だけのやりとりと、顔 (かお)を合わせて (あわせて)話し合う (はなしあう)ことは違い (ちがい)ます。自分 (じぶん)自身 (じしん)の情報 (じょうほう)が引き継が (ひきつが)れていく事 (こと)は、ある意味 (いみ)怖い (こわい)ことだと思い (おもい)ます。周り (まわり)が自分 (じぶん)のことを作り上げ (つくりあげ)ていくのは怖い (こわい)ことです。私 (わたし)のことを勝手 (かって)に決め (きめ)つけないでほしいです。
→行政 (ぎょうせい)であれ誰 (だれ)であれ、色んな (いろんな)人 (ひと)と関わって (かかわって)暮らして (くらして)いきたいので、伝え (つたえ)ていくしかないと思い (おもい)ます。私たちも伝え方 (つたえかた)・伝わり方 (つたわりかた)、アピール (あぴーる)の仕方 (しかた)を身 (み)に付ける (つける)ことが大事 (だいじ)です。障 (しょう)がいのある人 (ひと)とあまり接した (せっした)ことがない人 (ひと)にも気持ち (きもち)を伝える (つたえる)ことが出来て (できて)いるのかどうか。積み重ね (つみかさね)が大事 (だいじ)だと思います (おもいます)。
→私たちも施設 (しせつ)で暮らして (くらして)いる人 (ひと)や視覚障 (しかくしょう)がい、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)と普段 (ふだん)関わる (かかわる)事 (こと)がないです。どうやって関わり (かかわり)を作って (つくって)いくか、そういう話 (はなし)をここでしていきたいです。
○「本人 (ほんにん)の思い (おもい)の尊重 (そんちょう)（大切 (たいせつ)にすること）」について話し合い (はなしあい)たいです
→病院 (びょういん)で子ども (こども)扱い (あつかい)されたりします。きちんと対応 (たいおう)してほしいです。
→周りの人とお互い (おたがい)のことを言い合える (いいあえる)関係 (かんけい)になれたらいいなあと思います (おもいます)。
→障 (しょう)がいのことを相手 (あいて)にうまく伝える (つたえる)のは難しい (むずかしい)です。お互い (おたがい)が相手 (あいて)のことを考えて (かんがえて)伝える (つたえる)ことも必要 (ひつよう)です。
○「自分 (じぶん)の思い (おもい)の伝え方 (つたえかた)」について話し合いたい (はなしあいたい)です。
→言語障 (げんごしょう)がいがあると思いが伝えにくいですが、言語障 (げんごしょう)がいにも色々 (いろいろ)な種類 (しゅるい)があります
→私 (わたし)は頭 (あたま)の中 (なか)で考え (かんがえ)を整理 (せいり)する事 (こと)が苦手 (にがて)で、外 (そと)からは見えにくい (みえにくい)障 (しょう)がいがあります。私 (わたし)は１分 (いっぷん)以上 (いじょう)の会話 (かいわ)が難しい (むずかしい)です。言葉 (ことば)が続かない (つづかない)です。なかなか自分 (じぶん)の気持ち (きもち)が伝わらない (つたわらない)事 (こと)もありますが、伝えない (つたえない)といけないと思って (おもって)います。外 (そと)から見て、障 (しょう)がいがあるという事 (こと)が分かる (わかる)ように、バッジ (ばっじ)を作って (つくって)はどうでしょうか。今は母親 (ははおや)と一緒 (いっしょ)に生活 (せいかつ)しているので、私 (わたし)の事 (こと)は母親 (ははおや)が話して (はなして)くれますが、いなくなってしまったら生活 (せいかつ)が出来なく (できなく)なってしまいます。なので、バッジ (ばっじ)があればいいと思います (おもいます)。
→言語障 (げんごしょう)がいのある方 (かた)の話 (はなし)は、聞く (きく)側 (がわ)がその気 (き)にならないと分からない (わからない)と思います (おもいます)。最初 (さいしょ)は分からない (わからない)けれど、徐々 (じょじょ)に分かる (わかる)ようになってきます。
→「移動 (いどう)支援 (しえん)」と市 (し)役所 (やくしょ)の人 (ひと)に話して (はなして)も、なかなか分かって (わかって)くれません。なので、言い方 (いいかた)を変えて (かえて)、買い物 (かいもの)に行ったり (おこなったり)…と分かって (わかって)もらうようにしています。
→言語障 (げんごしょう)がいがあると、電話 (でんわ)をする時 (とき)が大変 (たいへん)です。電話 (でんわ)だと余計 (よけい)に緊張 (きんちょう)して言語障 (げんごしょう)がいが出て (でて)しまうからです。
→言語障 (げんごしょう)がいがある人 (ひと)が発する (はっする)言葉 (ことば)は重く (おもく)受け止めて (うけとめて)くれない事 (こと)があります。片言 (かたこと)であっても、その言葉 (ことば)を大事 (だいじ)にしないといけません。


３．これからの内容 (ないよう)について
（新任 (しんにん)行政 (ぎょうせい)職員向け (しょくいんむけ)研修 (けんしゅう)内容 (ないよう)）
○第１回 (だい１かい)市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)
日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)４月 (がつ)１５日 (にち)（金 (きん)）
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)人権 (じんけん)センター
○障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)
日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)５月 (がつ)２９日 (にち)（日 (にち)）
場所 (ばしょ)：三重 (みえ)県庁 (けんちょう)講堂 (こうどう)
	●事務局 (じむきょく)から
・この研修 (けんしゅう)は、市 (し)役所 (やくしょ)などで新しく (あたらしく)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)の窓口 (まどぐち)で働きはじめる (はたらきはじめる)人 (ひと)に対する (たいする)研修 (けんしゅう)です。できれば、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)で話 (はな)しあっている意見 (いけん)を伝えて (つたえて)頂きたい (いただきたい)です。
・皆さん (みなさん)の思い (おもい)を、どうすれば相手 (あいて)にわかってもらえるでしょうか。声 (こえ)を届ける (とどける)事 (こと)も大切 (たいせつ)だと思います (おもいます)ので、次回 (じかい)までに研修 (けんしゅう)に参加 (さんか)出来る (できる)かどうか考えて (かんがえて)いただき、参加 (さんか)できる人 (ひと)は教えて (おしえて)下さい (ください)。
●出された (だされた)意見 (いけん)
・言語障 (げんごしょう)がいがあり、頭 (あたま)の中 (なか)で気持ち (きもち)の整理 (せいり)が難しい (むずかしい)ですが、それでも伝えて (つたえて)いかなければいけません。
・障 (しょう)がいのある人の思い (おもい)や気持ち (きもち)を聞き取る (ききとる)姿勢 (しせい)、一言 (ひとこと)の重み (おもみ)を受け止めて (うけとめて)ほしいです。
・行政 (ぎょうせい)の人 (ひと)が私たち (わたしたち)と向き合って (むきあって)欲しい (ほしい)です。
・言語障 (げんごしょう)がいにも種類 (しゅるい)があります。言葉 (ことば)が出にくい (でにくい)、頭 (あたま)の中 (なか)で整理 (せいり)出来ない (できない)などがあります。
・どうやって人 (ひと)に思い (おもい)を伝えて (つたえて)いくか、聞く (きく)人 (ひと)もどのようにその思い (おもい)をくみ取って (くみとって)いけばいいのか。それを深めて (ふかめて)いきたいです。


○第 (だい)１１回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)１１回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２８年 (ねん)３月 (がつ)２５日 (にち)（金 (きん)）午後 (ごご)１時 (１じ)３０分 (３０ぷん)からです。
